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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも表面付近が金属材料で構成され、内部に薬液としての過酢酸水溶液が接触す
る内視鏡用管路部品同士を接合材料により接合してなる内視鏡用部品接合体を備える内視
鏡であって、
　前記接合材料は、金の含有量が６６．７～８２ｗｔ％の範囲を満足し、
　前記接合材料１ｇを、２０ｗｔ％過酸化水素水溶液１００ｍＬに、４５℃で４５分間浸
漬したとき、前記過酸化水素水溶液中の過酸化水素濃度の減少率が１％未満であることを
特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記内視鏡用管路部品は、処置具挿通チャンネルの一部を構成するものである請求項１
に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記接合材料は、金以外の金属として、銀、ニッケル、銅、亜鉛、パラジウム、インジ
ウム、マンガンのうちの少なくとも１種を含む請求項１または２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記接合材料は、鉛およびハロゲン元素を、実質的に含有しない請求項１ないし３のい
ずれかに記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記接合材料は、溶融温度が６５０～１１５０℃である請求項１ないし４のいずれかに
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記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
　本発明は、内視鏡に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、内視鏡を構成する金属部品同士の接合には、ろう材や半田が用いられてきた。内視
鏡を構成する金属部品の代表的なものとしては、内視鏡用管路部品が挙げられる（例えば
、特許文献１参照。）。
【０００３】
ところで、このような内視鏡用管路部品は、例えば、内視鏡に対して薬液による消毒や滅
菌等を施す度に、薬液に曝されることとなる。
【０００４】
近年、内視鏡の消毒や滅菌等に用いられる薬液として、病原菌に対して非常に強い殺菌作
用を有する各種のものが開発されているが、これらの薬液は、ろう材や半田を劣化させる
性質も有している。
【０００５】
このため、これらの薬液を用いて内視鏡に消毒や滅菌等を繰り返し施すと、次第に、内視
鏡用管路部品同士の接合部に劣化が生じ、かかる部位から内視鏡内部に薬液が侵入してし
まう恐れがある。
【０００６】
【特許文献１】
特開平７－７９９１１号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、耐薬品性に優れる内視鏡を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　このような目的は、下記（１）～（５）の本発明により達成される。
【０００９】
　（１）　少なくとも表面付近が金属材料で構成され、内部に薬液としての過酢酸水溶液
が接触する内視鏡用管路部品同士を接合材料により接合してなる内視鏡用部品接合体を備
える内視鏡であって、
　前記接合材料は、金の含有量が６６．７～８２ｗｔ％の範囲を満足し、
　前記接合材料１ｇを、２０ｗｔ％過酸化水素水溶液１００ｍＬに、４５℃で４５分間浸
漬したとき、前記過酸化水素水溶液中の過酸化水素濃度の減少率が１％未満であることを
特徴とする内視鏡。
　これにより、耐薬品性に優れる内視鏡が得られる。また、触媒作用を低くし、薬液中の
有効成分（殺菌成分）を分解するのを防止して、内視鏡に対してより確実な消毒や滅菌等
を施すことができる。
　（２）　前記内視鏡用管路部品は、処置具挿通チャンネルの一部を構成するものである
である上記（１）に記載の内視鏡。
　本発明は、内視鏡の各部に適用可能であるが、特に、処置具挿通チャンネルへの適用に
適している。
【００１０】
　（３）　前記接合材料は、金以外の金属として、銀、ニッケル、銅、亜鉛、パラジウム
、インジウム、マンガンのうちの少なくとも１種を含む上記（１）または（２）に記載の
内視鏡。
　これにより、接合材料にかかるコストの増大を抑制することができる。
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【００１１】
　（４）　前記接合材料は、鉛およびハロゲン元素を、実質的に含有しない上記（１）な
いし（３）のいずれかに記載の内視鏡。
【００１２】
これにより、内視鏡検査を受ける被験者（例えば患者等）の安全性を向上することができ
る。
【００１３】
　（５）　前記接合材料は、溶融温度が６５０～１１５０℃である上記（１）ないし（４
）のいずれかに記載の内視鏡。
　これにより、接合材料の使用時（内視鏡の製造時）の取り扱いが容易となる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の内視鏡を添付図面に示す好適な実施形態に基づいて詳細に説明する。
【００２３】
　図１は、本発明に用いられる内視鏡用部品接合体を処置具挿通チャンネルの一部に適用
した場合の実施形態を示す縦断面図、図２は、図１に示す処置具挿通チャンネルを備える
本発明の内視鏡を示す平面図である。なお、以下の説明では、図１中の右側を「基端」、
左側を「先端」と言い、図２中の上側を「基端」、下側を「先端」と言う。
【００２４】
まず、図２に基づいて、本発明の内視鏡の構成の一例について説明する。
図２に示す内視鏡１０は、電子内視鏡であり、可撓性を有する長尺の挿入部可撓管１１と
、この挿入部可撓管１１の基端側に設けられ、術者が把持して内視鏡１０全体を操作する
操作部１２と、挿入部可撓管１１の先端側に設けられ、操作部１２から湾曲状態を遠隔操
作可能な湾曲部１３と、光源プロセッサ装置（図示せず）に接続するための光源差込部１
４と、操作部１２と光源差込部１４とを接続する接続部可撓管１５とを有している。
【００２５】
この内視鏡１０の内部には、光ファイバー束によるライトガイド、画像信号ケーブル、ケ
ーブル、チューブ類等の内蔵物（図示せず）が配置、挿通されている。
【００２６】
内視鏡１０の使用時には、前記光源プロセッサ装置内の光源から発せられた光が、前記ラ
イトガイドを通り、湾曲部１３の先端より観察部位に照射され、照明する。
【００２７】
湾曲部１３の先端部には、観察部位における被写体像を撮像する図示しない撮像素子（Ｃ
ＣＤ）が設けられており、この撮像素子で撮像された被写体像に応じた画像信号は、前記
画像信号ケーブルを介して前記光源プロセッサ装置に伝達され、所定の処理がなされた後
、モニタ装置（図示せず）に入力される。モニタ装置では、撮像素子で撮像された画像（
電子画像）、すなわち動画の内視鏡モニタ画像が表示される。
【００２８】
また、挿入部可撓管１１と操作部１２とは、ほぼ筒状をなす連結筒部３０により接続され
ている。
【００２９】
この連結筒部３０の内部には、図１に示すように、互いに対向して配置された、金属製の
支持板（芯材）３１が設けられている。
【００３０】
各支持板３１の先端部は、連結環（図示せず）を介して挿入部可撓管１１に、また、支持
板３１の基端部は、図示しない操作部１２内の親板に固定されており、実質的には、支持
板３１および連結環を介して、挿入部可撓管１１と操作部１２とが接続されている。
【００３１】
この支持板３１の外周部には、その全体を覆うカバー部材３２が設けられている。このカ
バー部材３２は、基端側（操作部１２側）の第１カバー部材３３と先端側（挿入部可撓管
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１１側）の第２カバー部材３４とを有している。
【００３２】
そして、カバー部材３２と支持板３１との間には、２つのＯリング４１、４２等が設けら
れ、連結筒部３０の内部の液密性が保持されている。なお、これらのＯリング４１、４２
は、支持環４３を介して支持板３１に固定されている。
【００３３】
第１カバー部材３３には、連結筒部３０の長手方向に対して、所定角度傾斜して突出する
ほぼ筒状をなす突出部３３１が形成されている。
【００３４】
湾曲部１３、挿入部可撓管１１および連結筒部３０の内部には、処置具を挿通する処置具
挿通チャンネル１が設けられている。この処置具挿通チャンネル１は、その基端部が突出
部３３１の内側に固定され、その先端部が湾曲部１３の先端部内側に固定されている。ま
た、図２に示すように、処置具挿通チャンネル１の基端部には、内視鏡用鉗子栓１６が液
密に装着されている。
【００３５】
内視鏡１０は、湾曲部１３および挿入部可撓管１１を体腔内に挿入した状態で、各種の処
置具（図示せず）を、処置具挿通チャンネル１の基端側開口１ａから、その内腔部に挿入
し、先端側開口１ｂから突出（露出）させて使用することができる。
【００３６】
使用可能な処置具としては、特に限定されないが、例えば、生検鉗子、把持鉗子等の鉗子
類、体温センサー等の各種センサー類、心電測定用等の電極、ナイフ、レーザーメス等の
切開具類、造影チューブ、洗浄チューブ、ドレナージチューブ等の各種チューブ類（カテ
ーテル類）、破砕プローブ（破石具）、ヒートプローブ、注射針、結紮具、ワイヤー類等
の各種の処置具（検査具）等が挙げられる。
【００３７】
この処置具挿通チャンネル１は、基端側から順に配置された、いずれもほぼ筒状をなす処
置具挿入シリンダ２、中継部材３、硬性管４および軟性管５を有し、これらが互いに接続
されて構成されている。
【００３８】
具体的には、突出部３３１の内面に形成された雌ネジ３３１ａと、処置具挿入シリンダ２
の基端側外面に形成された雄ネジ２１とを螺合させることにより、処置具挿入シリンダ（
口金）２が突出部３３１に固定され、処置具挿入シリンダ２の先端部内面に形成された雌
ネジ２２と、中継部材３の基端部外面に形成された雄ネジ３ａを螺合させることにより、
中継部材３が処置具挿入シリンダ２に固定されている。
【００３９】
なお、処置具挿入シリンダ２と突出部３３１との間には、Ｏリング４４が設けられ、中継
部材３と処置具挿入シリンダ２との間には、Ｏリング４５が設けられ、連結筒部３０の内
部の液密性が保持されている。
【００４０】
これらの処置具挿入シリンダ２および中継部材３は、それぞれ、例えば、アルミニウム、
アルミニウム合金、各種ステンレス鋼、炭素鋼、チタン等の各種金属材料で構成されてい
る。
【００４１】
　中継部材３の先端には、前記金属材料と同様の材料（金属材料）で構成された硬性管４
が、後述する本発明に用いられる接合材料により接合されている。
【００４２】
さらに、硬性管４の先端部には、挿入部可撓管１１や湾曲部１３の変形に対応して変形可
能な軟性管５が、クリップ部材（接続部材）６により固定されている。なお、図示しない
が、軟性管５の先端部が湾曲部１３の先端部内側に固定されている。
【００４３】
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また、中継部材３の側部には、吸引用チューブ７の先端が接続されている。一方、吸引用
チューブ７の基端部は、操作部１２に設けられた吸引ボタン７０（図２参照）を構成する
ほぼ筒状をなすガイドシリンダ（図示せず）内に連通している。この吸引用チューブ７は
、基端側の軟性管７２と先端側の硬性管７１とを有している。
【００４４】
　硬性管７１は、処置具挿入シリンダ２等で挙げたのと同様の金属材料で構成され、その
先端が後述する本発明に用いられる接合材料により中継部材３の側部に接合されている。
また、軟性管７２は、その基端が前記ガイドシリンダに接続され、その先端部がクリップ
部材（接続部材）７３により硬性管７１に固定されている。
【００４５】
さらに、内視鏡１０は、吸引ボタン７０のガイドシリンダ内と、外部の吸引ポンプ（図示
せず）とを連通する流路管（図示せず）を有している。この流路管と吸引用チューブ７と
は、吸引ボタン７０の押圧操作により連通され、吸引ボタン７０の押圧を解除すると、連
通状態が解除されて流体の通過が阻止される。
【００４６】
一方、流路管と吸引用チューブ７とを連通した状態、すなわち、吸引ボタン７０を押し込
んだ状態で吸引ポンプを動作させると、吸引用チューブ７、中継部材３、硬性管４および
軟性管５を介して吸引力が作用し、処置具挿通チャンネル１の先端部（先端側開口１ｂ）
から体液等の液体を吸引することができる。
【００４７】
　前述したように、本実施形態では、金属材料で構成された内視鏡用管路部品（内視鏡部
品）である中継部材３と、硬性管４および硬性管７１とが、互いに本発明に用いられる接
合材料により接合されている。すなわち、本実施形態では、中継部材３と、硬性管４およ
び硬性管７１とを接合したものにより、本発明に用いられる内視鏡用部品接合体が構成さ
れている。
【００４８】
処置具挿通チャンネル１内、吸引用チューブ７内、吸引ボタン７０のガイドシリンダ内等
には、例えば、内視鏡１０の消毒や滅菌等に際して、その内腔部に薬液が供給される（図
１中、矢印で示す）。このため、内視鏡用部品同士の接合部（すなわち、接合材料）が十
分な耐薬品性を有さない場合、薬液が内視鏡用部品同士の隙間から接合部に接触すること
により、接合部を徐々に劣化させ、この劣化が高度に進行すると、接合部を介して内視鏡
用部品接合体の内腔部から内視鏡１０の内部に薬液が漏れ出して（侵入して）しまうこと
がある。この場合、内視鏡１０の内蔵物が故障してしまうことがある。
【００４９】
本発明者は、鋭意検討を重ねた結果、接合材料を、金の含有量が５０ｗｔ％以上（純金を
含む）、好ましくは６５～８５ｗｔ％程度として構成することにより、極めて優れた耐薬
品性を有するものが得られることを見出し、本発明を完成するに至った。なお、金の含有
量が多くなるにつれて、接合材料のコストが高くなることから、耐薬品性を維持しつつコ
ストを抑えるために、金の含有量の好ましい範囲を前記範囲に設定した。
【００５０】
　また、本発明に用いられる接合材料は、金以外の金属として、例えば、銀、ニッケル、
銅、亜鉛、パラジウム、インジウム、マンガン、錫、リン等のうちの１種または２種以上
を含むことができる。これらの中でも、金以外の金属としては、特に、銀、ニッケル、銅
、亜鉛、パラジウム、インジウム、マンガンのうちの少なくとも１種であるのが好ましい
。これにより、接合材料にかかるコストの増大を抑制することができる。
【００５１】
　さらに、本発明に用いられる接合材料は、鉛および、例えば、塩素、臭素などのハロゲ
ン元素単体、あるいは、有機ハロゲン化物、無機ハロゲン化物などのハロゲン化合物等に
由来するハロゲン元素を、実質的に含有しないものであるのが好ましい。これにより、内
視鏡１０では、鉛およびハロゲン元素が漏れ出すことが防止されるので、内視鏡検査を受
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ける被験者（例えば患者等）の安全性を向上することができる。
【００５２】
このような接合材料は、その溶融温度が６５０～１１５０℃程度であるのが好ましく、８
００～１１００℃程度であるのがより好ましい。接合材料の溶融温度を前記範囲とするこ
とにより、接合材料の使用時（内視鏡の製造時）の取り扱いが容易となる。
【００５３】
また、接合材料は、各種薬液に対して触媒作用（例えば銀ろうや銅ろう等は、過酸化水素
を分解する性質を有する）を有さないものであるのが好ましい。これにより、薬液中の有
効成分（殺菌成分）を分解するのを防止して、内視鏡１０に対してより確実な消毒や滅菌
等を施すことができる。具体的には、接合材料を、２０ｗｔ％過酸化水素水溶液に、４５
℃で４５分間浸漬したとき、過酸化水素水溶液中における４５分間経過後の過酸化水素濃
度の初期の過酸化水素濃度に対する減少率が、接合材料１ｇあたり１％未満であることが
好ましく、０．１％未満であることがより好ましい。
【００５４】
　また、本発明に用いられる接合材料中には、必要に応じて、例えば、フラックスのよう
な酸化皮膜抑制剤等の各種添加剤を添加するようにしてもよい。
【００５５】
　このように、本発明に用いられる接合材料は、極めて優れた耐薬品性を有することから
、このような接合材料を用いて、前述したような内視鏡部品接合体を作製（製造）するこ
とにより、耐久性に優れるものが得られる。処置具挿通チャンネル１を構成するような内
視鏡用管路部品は、特に、薬液に接触する機会が多い。したがって、本発明に用いられる
接合材料により接合する内視鏡用部品としては、処置具挿通チャンネル１等を構成する内
視鏡用管路部品への適用に適している。
【００５６】
さらに、このような内視鏡部品接合体を備える内視鏡１０も、耐久性を優れたものとする
ことができる。
【００５７】
　以上、本発明の内視鏡を図示の実施形態について説明したが、本発明は、これに限定さ
れるものではなく、内視鏡を構成するもの（各部）は、同様の機能を発揮し得る任意の構
成のものと置換することができる。
【００５８】
　また、前記実施形態では、処置具挿通チャンネルを構成する内視鏡用管路部品（内視鏡
用部品）同士を、本発明に用いられる接合材料を用いて接合する場合について説明したが
、本発明に用いられる接合材料は、これに限定されず、例えば、前述したような吸引ボタ
ン７０のガイドシリンダを構成する内視鏡用管路部品（内視鏡用部品）同士の接合等に用
いるようにしてもよい。
【００６０】
また、本発明の内視鏡は、図示の電子内視鏡への適用に限定されず、光学内視鏡に適用す
ることができることは、言うまでもない。
【００６１】
【実施例】
以下、本発明の具体的実施例について説明する。
【００６２】
（実施例１）
まず、金（Ａｕ）とニッケル（Ｎｉ）とで構成される接合材料を用意した。なお、各金属
の含有量は、金：８２ｗｔ％、ニッケル：１８ｗｔ％とした。また、接合材料の溶融温度
は、９５０℃であった。
【００６３】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
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【００６４】
（実施例２）
まず、金（Ａｕ）と銅（Ｃｕ）とで構成される接合材料を用意した。なお、各金属の含有
量は、金：８０ｗｔ％、銅：２０ｗｔ％とした。また、接合材料の溶融温度は、８９０℃
であった。
【００６５】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００６６】
（実施例３）
まず、金（Ａｕ）、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）およびインジウム（Ｉｎ）で
構成される接合材料を用意した。なお、各金属の含有量は、金：６６．７ｗｔ％、銀：１
１ｗｔ％、銅：１１ｗｔ％、亜鉛９．３ｗｔ％、インジウム：２ｗｔ％とした。また、接
合材料の溶融温度は、７６０℃であった。
【００６７】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００６８】
　（参考例１）
　まず、金（Ａｕ）、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）およびインジウム（Ｉｎ）
で構成される接合材料を用意した。なお、各金属の含有量は、金：５８．３ｗｔ％、銀：
１４．５ｗｔ％、銅：１４．５ｗｔ％、亜鉛１０．７ｗｔ％、インジウム：２ｗｔ％とし
た。また、接合材料の溶融温度は、７００℃であった。
【００６９】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００７０】
（比較例１）
まず、金（Ａｕ）、銅（Ｃｕ）およびニッケル（Ｎｉ）で構成される接合材料を用意した
。なお、各金属の含有量は、金：３５ｗｔ％、銅：６２ｗｔ％、ニッケル：３ｗｔ％とし
た。また、接合材料の溶融温度は、１０３０℃であった。
【００７１】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００７２】
（比較例２）
まず、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）および錫（Ｓｎ）で構成される接合材料を
用意した。なお、各金属の含有量は、銀：５６ｗｔ％、銅：２２ｗｔ％、亜鉛：１７ｗｔ
％、錫：５ｗｔ％とした。また、接合材料の溶融温度は、６５０℃であった。
【００７３】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００７４】
（比較例３）
まず、純銅（Ｃｕ）で構成される接合材料を用意した。また、接合材料の溶融温度は、１
１００℃であった。
【００７５】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００７６】
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（比較例４）
まず、鉛（Ｐｂ）とスズ（Ｓｎ）とで構成される接合材料を用意した。なお、各金属の含
有量は、亜鉛：６２ｗｔ％、スズ：３８ｗｔ％とした。また、接合材料の溶融温度は、１
８３℃であった。
【００７７】
この接合材料を用いて、前記の中継部材、２つの硬性管を接合して、図１に示すような処
置具挿通チャンネルを組み立て、図２に示すような内視鏡（ｎ＝３）を製造した。
【００７８】
　［評価］
　［評価試験Ｉ：触媒作用評価］
　各実施例１～実施例３、参考例１および各比較例１～比較例４で用意した接合材料１ｇ
を、それぞれ、２０ｗｔ％過酸化水素水溶液１００ｍＬに４５℃で４５分間浸漬し、過酸
化水素水溶液中の４５分間経過後の過酸化水素濃度の初期の過酸化水素濃度に対する減少
率を求めた。
　そして、この減少率を以下の４段階の基準に従って評価した。
【００７９】
◎：０．１％未満
○：０．１％以上、１％未満
△：１％以上、５０％未満
×：５０％以上
【００８０】
　［評価試験II：耐薬品性評価］
　各実施例１～実施例３、参考例１および各比較例１～比較例４で製造した内視鏡を、そ
れぞれ、以下に示す条件で、薬液による滅菌を施し、滅菌終了後の接合部（接合材料）の
状態を目視にて確認し、この状態を以下の４段階の基準に従って評価した。
【００８１】
◎：接合部に変化なし
○：接合部に若干の変色有り
△：接合部に顕著な変色および若干の変形有り
×：接合部に顕著な変色および顕著な変形有り（もとの形状を留めず）
【００８２】
［過酢酸水溶液］
各内視鏡を、それぞれ、０．３ｗｔ％過酢酸水溶液に、２０℃で７日間浸漬させた。
【００８３】
［酸性電解水］
各内視鏡を、それぞれ、５０ｐｐｍ有効塩素濃度の水溶液に、２０℃で７日間浸漬させた
。
【００８４】
　［評価試験III：耐水蒸気性評価］
　各実施例１～実施例３、参考例１および各比較例１～比較例４で製造した内視鏡を、そ
れぞれ、以下に示す条件で、オートクレーブによる滅菌を施し、滅菌終了後の接合部（接
合材料）の状態を目視にて確認し、この状態を以下の４段階の基準に従って評価した。
【００８５】
◎：接合部に変化なし
○：接合部に若干の変色有り
△：接合部に顕著な変色および若干の変形有り
×：接合部に顕著な変色および顕著な変形有り（もとの形状を留めず）
【００８６】
［オートクレーブ］
各内視鏡に対して、それぞれ、１３５℃、２．２気圧の高温高圧水蒸気滅菌を１００回繰
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り返して行った。
これらの結果を表１に示す。
【００８７】
【表１】

【００８８】
表１に示すように、各実施例の接合材料は、いずれも、触媒作用が低く、かつ、耐薬品性
および耐水蒸気性（高温高圧水蒸気に対する耐性）に優れるものであった。
【００８９】
また、各実施例の内視鏡は、いずれも、評価試験の終了後においても、全く問題なく使用
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することができ、優れた耐久性を有するものであった。
【００９０】
これに対し、比較例１～比較例３の接合材料は、いずれも、触媒作用が高いものであり、
各比較例１～比較例４の接合材料は、いずれも、耐薬品性および耐水蒸気性に劣るもので
あった。
【００９１】
また、各比較例の内視鏡の中には、評価試験の後において、湾曲部を湾曲操作する際のア
ングル力量の増大等が見受けられるものがあり、耐久性にも劣るものであった。
【００９２】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明によれば、耐薬品性に優れるとともに、触媒作用の低い接合材
料が得られ、これにより接合された内視鏡用部品接合体、また、これを備える内視鏡は、
耐久性に優れたものとなる。
【００９３】
また、このような接合材料では、高温高圧水蒸気に対する優れた耐性も発揮される。
【００９４】
また、鉛およびハロゲン元素を実質的に含有しないものとすることにより、内視鏡検査を
受ける被験者（例えば患者等）の安全性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に用いられる内視鏡用部品接合体を処置具挿通チャンネルの一部に適用
した場合の実施形態を示す縦断面図である。
【図２】　図１に示す処置具挿通チャンネルを備える本発明の内視鏡を示す平面図である
。
【符号の説明】
　１　　　　　　処置具挿通チャンネル
　１ａ　　　　　基端側開口
　１ｂ　　　　　先端側開口
　２　　　　　　処置具挿入シリンダ
　２１　　　　　雄ネジ
　２２　　　　　雌ネジ
　３　　　　　　中継部材
　３ａ　　　　　雄ネジ
　４　　　　　　硬性管
　５　　　　　　軟性管
　６　　　　　　クリップ部材
　７　　　　　　吸引用チューブ
　７０　　　　　吸引ボタン
　７１　　　　　硬性管
　７２　　　　　軟性管
　７３　　　　　クリップ部材
　３０　　　　　連結筒部
　３１　　　　　支持板
　３２　　　　　カバー部材
　３３　　　　　第１カバー部材
　３３１　　　　突出部
　３３１ａ　　　雌ネジ
　３４　　　　　第２カバー部材
　４１、４２　　Ｏリング
　４３　　　　　支持環
　４４、４５　　Ｏリング
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　１０　　　　　内視鏡
　１１　　　　　挿入部可撓管
　１２　　　　　操作部
　１３　　　　　湾曲部
　１４　　　　　光源差込部
　１５　　　　　接続部可撓管
　１６　　　　　内視鏡用鉗子栓

【図１】 【図２】
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